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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学生

は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は 1口20，000円とする。

庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売通小JII東入 日本藻類学会宛に，また「藻類」
への原稿の送付は 184小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室内 日本藻類学会編集委員会宛にさ
れたし、。

The J apanese Society of Phycology 

TheJapanese Society ofPhycology， founded in 1952， is open to a11 who are interested in any aspect ofphycology. 
Either individuals or organizations may become members ofthe Society. TheJapaneseJournal ofPhycology (SORUI) 

is published quarterly and distributed to members free of charge 

Inquiries and other information regarding the society should be addressed to The Japanese Society of 

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Kamikyoku， K yoto， 602 J apan. The annual dues (1990) for overseas 

members are 7，000 Yen (Send the remittance to The J apanese Society of Phycology at the above address). 
Manuscript for publication should be submitted directly to the Editor-in-Chief， Prof. 1. Shihira-Ishikawa， 

Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikita-machi， Koganei-shi， Tokyo， 184 japan. 

1991-1992年役員 Ofiicers for 1991-1992 

会 長:有賀祐勝(東京水産大学 President:Yusho ARUGA (Tokyo University of Fisheries) 

庶務幹事:庵谷 晃(東京水産大学 Secretary:Teru IORIYA (Tokyo Univers町 ofFisheries) 

会計幹事:能登谷正浩(東京水産大学 Treasurer:Masahiro NOTOYA (Tokyo University of Fisheries) 

評議員 Me皿bersof Executive Council: 
榎本幸人(神戸大学 SachitoENOMOTO (Kobe University) 

福島 博(藻類研究所 HiroshiF山 USHIMA(Institute of Phycology) 

井上 勲(筑波大学 IsaoINOUYE (Univers町 ofTsukuba)

石川依久子(東京学芸大学 IkukoSHIHlRA-IsHIKAWA (Tokyo Gakugei University) 

岩崎英雄(三重大学 HideoIwAS.岨 (MieUniversity) 

香村真徳(琉球大学 ShintokuKAMURA (University of the Ryukyus) 
喜田和四郎(三重大学 WashiroKIDA (Mie University) 

増田道夫(北海道大学 Micl由 MASUDA(Hokkaido University) 

右田清治 Seiji MIGITA 

中原紘之(京都大学 HiroyukiNAKAHARA (Kyoto University) 

大野正夫(高知大学 MasaoOHNO (Kochi University) 

小河久朗(北里大学 HisaoOGAWA (Kitazato University) 

舘脇正和(北海道大学 MasakazuTATEWAKI (Hokkaido University) 

月舘潤ー(南西海区水産研究所)Jun-ichi TSUKIDATE (Nansei National Fisheries Research Institute) 
渡辺 信(国立環境研究所 MakotoM. WATANABE (National Institute for Environmental Studies) 

山岸高旺(日本大学 Taka北iYAMAGISHI (Nippon University) 

編集委員会 EditorialBoard: 
委員長:石川依久子(東京学芸大学 IkukoSHIHIRA-IsHlKAWA (Tokyo Gakugei Universitゆ， Editor-in-Chief 
幹 事:真山茂樹(東京学芸大学 ShigekiMAYAMA (Tokyo Gakugei University)， Secretary 
実行委員:原 慶明(筑波大学 YoshiakiHA臥 (Universityof Tsukuba)， Associate Editor 

岡崎恵視(東京学芸大学 MegumiO臥 ZAKI(Tokyo Gakugei University)， Associate Editor 
渡辺 信(国立環境研究所 Ma止蜘k恥o仰tωoM.W胤AT叩凶A刷BE(仰N尚陶a説山ti白io叩n叫a11加n悶s削 Iteft伽o町rEnvironmental Stu加l由d

委 員:千原 光雄(但日日:本本赤十字看護大学)Mi凶t臼su凹oCH即王口IH臥AR臥A(σTheJap



日本藻類学会第17回大会のお知らせ

日本藻類学会第17回大会を下記の要領で開催します。習ってご参加下さし‘o

会 場東海大学海洋学部 〒424静岡県清水市折戸3-20-1

A 

"" 

電話 0543 (34) 0411 大学代表

期 1993年3月29日 (月) 編集委員会 ・評議員会

3月初日 (火) 口頭発表 ・討論会 ・懇親会

3月31日(水) 口頭発表・展示発表 ・総会

申 込先 :

大会 ・懇親会 ・発表の申込票，発表要旨の送付，連絡は下記宛にお願いします。

〒424静岡県清水市折戸3-20-1

参加申込

東海大学海洋学部水産学科林田文郎気付

日本藻類学会第17回大会準備委員会

電話 0543 (34) 0411 内線 2234(林田)

FAX 0543 (34) 9764 (発表要旨の送付は受付けません)

1)大会参加者は，発表の有無にかかわらず，本紙に綴込みの大会申込票に必要事項を記入して，上記の第

17回大会準備委員会宛にお送り下さい。

2)大会参加費4，000円(学生3，000阿)および懇親会費3，000門を同封の振替用紙でお送り下さい。

送金先.郵便振替口座名古屋3-30220

日本藻類学会第17回大会準備委員会

3)大会参加申込，送金，下記の発表要旨送付の締切は1993年 1月10日です。

発 表発表を希望される方は，本紙に綴込みの発表申込票に必要事項を記入し，発表要旨の原稿を添えて

お申込み下さL、。 (1993年 1月10白必着)。

1)発表には，口頭発表と展示発表の 2種類があります。希望する方を;で臨んで下さL、。

2)口頭発表 発表時間は，質疑応答の時聞を含めて15分です。

使用スライドは 35mm版，スライド枠には，図 lのように発表者氏名，発表番号(大会プ P グラムに

記されているもの)，スライド総枚数，映写11関序，上辺マークをご記入下さい。同じスライドを繰返し

映写する場合は，それに見合う枚数をご用意下さい。

3)展示発表 パネルの大きさは題につき，縦1.8m X右翼 0.9m の予定です。 展示パネルの上部には，

図2のように発表番号，演題，氏名，所属を明記して下さ L、。その他のスベースは自由に利用して下

さL、。表題には 5cm以上，説明文には Icm以上の文字を使用し， 文章は必要最小限に とどめて下さ

L、。 展示物の鮎り出しは.30日午前中にお願いします。
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使用スライド記入例区Il.

展示パネル説明図

4)要旨原稿は， 以下の要領・見本にしたがって，タイプライター，

上の印字)で作成して下さい。

①原稿は， B5用紙(オニオンペーパーなどの薄手の用紙は避けて下さL、)に明瞭な黒字(カ ーボンリ

ボン等を使用)で印字して下さい。

②原稿は演題等も含めて，縦 150mmX横 100mmの範囲内に24字 X22行の印字を標準とします(枠で

囲まないで下さL、)。

③著者名，演題，要旨本文，所属の順に書いて下さL、。

④著者が複数の場合は，演者名の前にをつけて下さL、。また，所属が異なるときは著者名の後に*印

を付し，区別して下さい。

⑤ 1行目は，はじめの 3字分(約 12.6mm)をあけて下さい(発表番号が入ります)。

演題と要旨本文との聞は 1行分あけ，要旨本文は，はじめの 1字分をあけて下さい。

⑥所属は ( )内に入れて，最下段に表示して下さい。

⑦和文原稿の場合，句読点は I，J(コンマ)とloJ(マノレjを使用して下さい。
③学名等，イタリックで表示する場合 3 イタリッタ文字を使用するか，その部分に下線をつけて下さレ。

@原稿は約 2/3に縮小し，そのままオフセット印刷されます。折り曲げずに郵送して下さい。なお，著

者校正はありませんので，ご注意下さL、。

図 2.

ワープロまたはパソコン (24Fット 以



発表会会場 (東海大学海洋学部)案内図

清水駅前パスのりば案内図

iliぶ

<交通案内〉

JR東海道線清水駅下車 パス 三保線 (9番の りば)，東海大学 ・国立海員学校前下車 (20分， 270円)。タ

クシ一 清水駅前のりばから15分(約1300円)。

8号館 受付，大会本部， 休憩室，

( 4階) 研究発表会会場

4号館 食堂，懇親会会場

宿泊案内 清水 ・瀞岡市内の主な宿泊施設を紹介いたします。下記の表を参考にして直接予約して下さい。

大会期間中は観光ゾースンにあた りますので，予約はお早口にして下さい。

清水市内 (rll外局需 0543) 

施設1'，

j ーグランデ清水λテー γ ョンホテル

清水シティーホテル

ホテルサ ンノレート 清水

ホテルサンポート

羽火ホテル

t'~原正Eホ テノL

ご保図ホテル

料金

7，000 (16，000) 

6，000 (11，000) 

7，931 (14，729) 

6，000 

20，000より (1泊2食)

16，000より (1 泊 2食)

24，000より (1泊2食)

TEL 

67-5300 

66-2266 

52-1221 

53-2255 

34-1234 

34-0134 

34-0111 



静岡市内(市外局番 054) 

施 設名

静岡ターミナノレホテノレ

静岡グランドホテノレ中島屋

静岡キャッスノレホテノレ佐乃春

静岡北ワシントンホテノレ

静岡ステーションホテノレ

静岡タウンホテノレ魚与

静岡パークホテル

静岡ビク卜リヤホテノレ

静岡プラザホテノレ

静岡ユーアイホテノレ

1浄岡 ワγントンホテル

クレセントホテノレ前ト岡

オレンジホテノレ

ホテノレエック γズオカ

アノレカディアホテノレ

サンパレスホテノレ

アーパントホテノレ

料金

10，763 (15，862) 

7，000 (13，000) 

5，800 (10，000) 

8，724 (14，502) 

6，695 (12，875) 

6，300 (10，400) 

6，000 (11 ，000) 

5，300 ( 9，400) 

5，000 ( 9，000) 

6，100 (10，800) 

5，000 ( 9，000) 

7，600 (16，000) 

5，400 ( 9，800) 

6，000 (11，000) 

6，600 

5，665 (10，197) 

6，800 

※宿泊料金はシングノレのノレームチャージ料金です。括弧内はツイン料金です。

※静岡市内の宿泊胞設は静岡駅 uR東海道線 ・新幹線)周辺のものです。
※清水駅ー静岡駅間の所要時聞は約10分です。

TEL 

254-4141 

253-1151 

255-4421 

221-0111 

281-7300 

251-3755 

283-6855 

281-8585 

283-8261 

251-2555 

285-6151 

251-7911 

283-5100 

251-1741 

283-0031 

282-2277 

273-1717 



要旨原稿の見本
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O工藤利彦*・増田道夫叫 :紅藻ショウジョウ ケノリの :

j形態学的研究

日本沿岸各地に生育する紅藻ショウジョウケノリには，

P01ysiphonia urce01ata (Dillwyn) Grevilleの学名が与えられてき i

。
た

したがって，本邦産ショウ ジョウケノリの学

i名は P senticu10saに変更されるべきであると結論された。

(*札幌大 ・生物，件北大 ・理 ・植物)

一一ーー一一一一一一一一.......ーー一一ー一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一宇一ー一ー..巴+---ー・ι_..ーー-ーィ_._..・e・ー一_.・ーーーィ..ーーーー---_.ーー一一司-，

..-------一一一一一一ー一一一一一一一一ーー・----ーィ.._-ーーーー-ー一一一一一一ー一一一一 一一ーー一一ー一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一司

OBoo， S.M.，* J. Rueness，** I.K. Lee*** and T. 

: Yoshida材料 A New Combination in Ag1aothamnion 

(Ceramiaceae・Rhodophyta)

Examination of the type specimens of Callithamnion 

callophyllidic01<i and living materia1s collected from Tyoshi 

: and 

between A. callothyllzめcolaand C. minutissima is 

discussed 

(*Chu汀r時 na旧am N、河~a創t' 1 Uni日lV.，料'Os10Univブ料

Seou1 Nat'1 Univ.，料**日okkaidoUniv.) : 

(原稿には枠をつけなL、で下さい)





日本藻類学会第17回大会申込用紙

(フリガナ)

氏名:

連絡先(自宅・勤務先):⑤ 

大会・懇親会申込票

所属:

発 表: する(単独・連名)，しなL、。

懇親会: 参加，不参加。

送金額:(不必要な個所を消して下さL、。同封の振替用紙で御送金下さL、。)

大会参加費 4，000円(学生 3，000円)

懇親会費 3，000円 送金合計額 円

発表申込票

(連名の場合は演者が申込みをし，演者の左肩に0印をつけて下さL、)

発衰の種類(希望する方をOで囲んで下さL、)

口頭発表， 展示発表。

発表番号(当方で記入します): 

氏名(所属): 

演題:

連絡先:(連名の場合は演者) 雪量





日本藻類学会誌改革ワーキンゲゲループの中問答申に関するアンケー卜

藻類学会誌改革ワーキンググループの半年聞にわたる検討の結果は中問答申として本誌408-410

頁に掲載されておりますが，今後さらに検討をすすめるため会員の皆様のご意見をうかがL、たいと

存じます。中問答申を充分ご検討の上，以下のア ンケートにご回答いただき，ワ キンググループ

までご返送くださるよ うお自民、申し上げます。

《以下の事柄につき，該当する項11の数字を で図んでくたさL、〉

I 英文誌，和文誌の分割について

l 賛 成 2. 反対 3 その他

( 2および 3にーをつけた方は，ご意見を裏面に記入してくださL、。ご意見が多い場合は，7JiJ 

紙を添えて くださL、。)

1I. 1におL、て賛成の場合は，以下にお答えください。

a.英文誌を国際的な出版社との契約のもとに出版することについて :

1.賛成 2.反対 3. その他

( 2および 3にをつけた方は，ご意見を裏面に記入してください。ご意見が多い場合は， 7JiJ 

Kt¥を添えてください。)

b 西太平洋地域(オセアニア，東アジア)の国・地域の藻類関係学会の連合組織を設け，英文

誌を共同で編集 ・出版することについて(この場合， 日本藻類学会の組織自体は現在のまま

とし，園内の情報交換は， 和文誌がその役目を果たす)

1 賛 成 2 反対 3 その他

( 2および 3にーをつけた方は，ご意見を裏面に記入してくださL、。ご意見が多い場合は，別

紙を添えてくださL、。)

亡 分割後の両誌の刊行頻度について

英文誌 l 年 2回 2.年4回 3 年6回 4 その他 (

和文誌 ー i 年2回 2.年4厄 3 年 6回 4 その他 (

d.分割後のjif;j誌のサイス‘について

英文誌 1. B5 l現行のまま 2.A4 (普通国際誌 3. その他 (

和文誌 1. B5 (現行のまま 2. A4 3 その他 (

e.分割後の和文誌は和文によるオリジナノレ論文を掲載することになりますが，さらに情報誌・

啓蒙誌としての役割jを強化することが必要であると思われます。論文 ・総説 ・短報 ・速報(以

l二英文要約あり ) のほかに必要と思われる t~iI1X内容の番号にをつけて く ださいれ 、く つで

も可)。

1.英文誌掲載論文の和文望書約 2 大会プログラム ・発表内容要旨 3 新刊紹介 4 

解説記事 (各分類鮮の検索表，研究手法の紹介，学術用語解説 5 他の学術雑誌にt~載

された藻頬学関連論文の題名・著者名リ スト 6.学会活動関連記事 7 藻類学関連の研

究集会の案内 8. 求人 ・研究費公募案内 9 採集地案内，係集記録 10 研究機関草案

内 11 会員 ・業界関連ニュ ^ I~ その他 l

※長!Illi二絞く



f.分割後の雑誌名について

英文誌:1. ] apanese]. Phycology (現行のまま 2.]apaneseの無い別の名前にする

3. ]apaneseをつけて別の名前にする 4.その他 (

和文誌:1.藻類 (現行のまま 2.その他 (

Iで， 2および 3に0をつけた方のためのご意見欄

IIaで， 2および 3にOをつけた方のためのご意見欄

IIbで， 2および 3に'.をつけた方のためのご意見欄

アンケート送付先 干184東京都小金井市貫井北町4-1-1

東京学芸大学生物学教室石川依久子気付

日本藻類学会誌改革ワーキンググルー プ

締切 1993年 l月10EI 




